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1. 関連マニュアル 
 
システムを安全にご使用いただくため、システムを構成する機器・装置のマニュアルや取扱

説明書などを必ず入手し、「安全上のご注意」「安全上の要点」など安全に関する注意事項を

含め、内容を確認のうえ使用してください。 
本資料に関連するオムロン株式会社（以下、オムロン）のマニュアルは以下のとおりです。 
 

Man.No. 形式 マニュアル名称 
SBCA-466 NJ シリーズ NJ シリーズ CPU ユニット ユーザーズマニュ

アル ハードウェア編 
SBCA-467 NJ/NX シリーズ NJ/NX シリーズ CPU ユニット ユーザーズマ

ニュアル ソフトウェア編 
SBCD-300 CJ シリーズ CJ シリーズ 

シリアルコミュニケーションボード／ユニット 
ユーザーズマニュアル 

SBCA-470 形 SYSMAC-SE2□□□ Sysmac Studio Version 1 オペレーションマニュ

アル 
SBCA-468 NJ/NX シリーズ NJ/NX シリーズ コマンドリファレンスマニュア

ル(基本編) 
SDNC-753 V410-H/V450-H シリーズ コードリーダ V450-H シリーズ／V410-H シリ

ーズ ハンディ DPM コードリーダ／ハンディ 2 次

元コードリーダ ユーザーズマニュアル 
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2. 注意事項 
 
(1) 実際のシステム構築に際しては、システムを構成する各機器・装置の仕様をご確認のうえ、

定格・性能に対し余裕を持った使い方をし、万一故障があっても危険を最小にする安全回

路などの安全対策を講じてください。 
(2) システムを安全にご使用いただくため、システムを構成する各機器・装置のマニュアルや

取扱説明書などを入手し、「安全上のご注意」「安全上の要点」など安全に関する注意事項

を含め、内容を確認のうえ使用してください。 
(3) システムが適合すべき規格・法規または規制に関しては、お客様自身でご確認ください。 
(4) 本資料の一部または全部を、オムロン株式会社の許可なしに複写、複製、再配布すること

を禁じます。 
(5) 本資料の記載内容は、2023 年 9 月時点のものです。 

本資料の記載内容は、改良のため予告なく変更されることがあります。 
 
本資料で使われているマークには、次のような意味があります。 
 

 

正しい取り扱いをしなければ、この危険のために、軽傷・中程

度の傷害を負ったり万一の場合には重傷や死亡に至ったりする

恐れがあります。また、同様に重大な物的損害をもたらす恐れ

があります。 
 

 

正しい取り扱いをしなければ、この危険のために、時に軽傷・

中程度の傷害を負ったり、あるいは物的損害を受けたりする恐

れがあります。 
 

 安全上の要点 

製品を安全に使用するために実施または回避すべきことを示します。 
 

 

 使用上の注意 

製品の動作不能、誤動作、または性能・機能への悪影響を予防するために実施または回避す

べきことを示します。 

 

 参考 
必要に応じて読んでいただきたい項目です。 
知っておくと便利な情報や、使用するうえで参考となる内容について説明しています。 

 
図記号の説明 
  

 

●記号は、強制を意味しています。 
具体的な内容は、●の中と文章で示します。 
左図の場合は、「一般的な指示」を表します。 
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3. 概要 
 
本資料は、オムロン株式会社（以下、オムロン）製ハンディ DPM コードリーダ（V450-H シ
リーズ）／ハンディ 2 次元コードリーダ（V410-H シリーズ）を、マシンオートメーション

コントローラ NJ シリーズ（以下、コントローラ）とシリアルコミュニケーションユニット

（以下、コントローラ）にシリアル通信で接続する手順とその確認方法をまとめたものです。 
「6. シリアル通信の設定内容」と「7. 接続手順」で記載しているシリアル通信設定を通して、

設定手順と設定時のポイントを理解することにより、シリアル通信接続を行うことができま

す。 
 
 
 
本資料では、「プロジェクトファイル」を使用します。 
ファイルの入手については、オムロンまでお問い合わせください。 
 

名称 ファイル名 バージョン 
Sysmac Studio プロジェク

トファイル（拡張子：smc2） 
OMRON_V410_V450_RXD_V100.smc2 Ver.1.00 

 
 
 
 

 
本資料は、当該機器の通信接続に必要となる配線方法および通信設定の内容と

その設定手順について説明することを目的としており、本資料で使用するプロ

グラムは、その接続作業が正しく行われたことを確認（接続確認）するために

作成されたものです。恒常的に現場で利用されることを前提に作成されたプロ

グラムではありませんので、機能面や性能面については十分に考慮されていま

せん。実際のシステムを構築される場合には、本資料に掲載の配線方法や通信

設定の内容と設定手順を参考にしていただき、プログラムについてはお客様の

目的に応じたものを新規に設計していただく必要があります。 
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4. 対象製品と対象ツール 
 

4.1. 対象製品 
接続を保証する対象機器は以下のとおりです。 
 
メーカ 名称 形式 バージョン 
オムロン NJ シリーズ CPU ユニット 形 NJ501-1500 

形 NJ501-1400 
形 NJ501-1300 
形 NJ301-□□□□ 

4.2. 項で記

載したバー

ジョン以降 オムロン シリアルコミュニケーション

ユニット 
形 CJ1W-SCU□1-V1 
形 CJ1W-SCU□2 

オムロン ハンディ DPM コードリーダ 形 V410-HDS4608□□ 
形 V450-HDS36X8-0001 

 
 

 参考 
本資料では、上記対象機器の中から 4.2.項に記載された機器を使用し接続確認を行っていま

す。上記対象機器の中で、4.2.項に記載されていない機器を使用する場合は、本資料の内容

を参考に接続確認を行ってください。 

 

 参考 
本資料は機器の通信接続確立までの手順について記載したものであって、機器個別の操作や

設置および配線方法に関しては記載しておりません。 
上記製品（通信接続手順以外）の詳細に関しましては、対象製品の取扱説明書を参照するか、

オムロンまでお問い合わせください。 

 

 使用上の注意 

本資料の接続手順および接続確認では、上記対象機器の中から 4.2.項に記載された形式およ

びバージョンの機器を使用しています。 
4.2 項に記載されたバージョンより古いバージョンの機器は使用できません。 
上記対象機器の中から 4.2.項に記載されていない形式、あるいは 4.2.項に記載されているバ

ージョンより新しいバージョンの機器を使用する場合は、取扱説明書などにより仕様上の差

異を確認のうえ、作業を行ってください。 
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4.2. デバイス構成 
本資料の接続手順を再現するための構成機器は以下のとおりです。

・V410-H を接続する場合

 
 
 

メーカ 名称 形式 バージョン

① オムロン NJ シリーズ CPU ユニット 
（内蔵 EtherNet/IP ポート） 

形 NJ301-1200 Ver.1.19 

② オムロン 電源ユニット 形 NJ-PA3001 
③ オムロン シリアルコミュニケーションユニット 形 CJ1W-SCU22 Ver.2.1 
④ オムロン Sysmac Studio 形 SYSMAC-SE2□□□ Ver.1.28 
⑤ オムロン Sysmac Studio プロジェクトファイル OMRON_V410_V450_R

XD_V100.smc2 
Ver.1.00 

⑥ － パソコン(OS：Windows 10) －

⑦ － USB ケーブル 
（USB2.0 準拠 B コネクタ） 

－

⑧ オムロン オムロン製プログラマブルコントローラ

(CS/CJ/NJ）接続用 RS-232C ケーブル

形 V430-WPLC-2M (*1) - 

⑨ オムロン ハンディ DPM コードリーダ

有線タイプ

形 V410-HDS4608□□ - 

⑩ オムロン RS-232 通信ケーブル BD-9 ソケット 形 V410-WR-2M - 
⑪ オムロン AC 電源キット 形 V410-AC0-1 - 

*1: RS-232C ケーブルを自作する場合、「5.2 ケーブル配線図」を参照の上作成してください。

接続するコードリーダによって、⑨番以降の機器構成(図の赤枠部分)が異なります。 
詳細は、次ページを参照してください。

①～⑧の構成はどのコードリーダを使用した場合でも同一です。

⑨

形 V410-HDS4608□□ 
有線タイプ

AC 100V 
⑪電源アダプタ

⑩RS-232C 通信ケーブル

①～③形 NJ301-1200
形CJ1W-SCU22 

④～⑥パソコン

（Sysmac Studio イン

ストール済み、

OS：Windows10 ） 
 ⑧形 V430-WPLC-2M (*1)

⑦USB ケーブル

 



 

 6 

 
・V450-H(有線タイプ)を接続する場合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 メーカ 名称 形式 バージョン 

⑨ オムロン ハンディ DPM コードリーダ 
有線タイプ 

形 V450-HDS3608-0001 - 

⑩ オムロン RS-232 通信ケーブル 形 12-9000953-01 - 
⑪ オムロン AC 電源ケーブル (*2) 形 12-9001046-01 - 
⑫  クレードル/充電器用電源キット 形 98-9000181-01 - 
*1: RS-232C ケーブルを自作する場合、「5.2 ケーブル配線図」を参照の上作成してください。 
*2: AC 電源ケーブルは、中国、EU、英国、インド、日本、米国用があります。詳細については「コードリーダ 

V450-H シリーズ／V410-H シリーズ ハンディDPMコードリーダ／ハンディ2次元コードリーダ ユーザー

ズマニュアル（SDNC-753）」を参照してください。 
 
 
・V450-H(ワイヤレスタイプ)を接続する場合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 メーカ 名称 形式 バージョン 

⑨ オムロン ハンディ DPM コードリーダ 
ワイヤレスタイプ 

形 V450-HDS3678-0001  

⑩ オムロン ワイヤレスタイプ用 クレードル/充電器 形 12-9000937-01 - 
⑪ オムロン RS-232 通信ケーブル 形 12-9000953-01 - 
⑫ オムロン AC 電源ケーブル (*2) 形 12-9001046-01 - 
⑬ オムロン ワイヤレスタイプ用 クレードル/充電器用

電源キット 
形 98-9000181-01 - 

*1: RS-232C ケーブルを自作する場合、「5.2 ケーブル配線図」を参照の上作成してください。 
*2: AC 電源ケーブルは、中国、EU、英国、インド、日本、米国用があります。詳細については「コードリーダ 

V450-H シリーズ／V410-H シリーズ ハンディDPMコードリーダ／ハンディ2次元コードリーダ ユーザー

ズマニュアル（SDNC-753）」を参照してください。 
 
 

⑨ 
形 V450-HDS3678-0001 
ワイヤレスタイプ 

⑨ 
形 V450-HDS3608-0001 
有線タイプ 

AC 100V 

⑩クレードル 

①～③形 NJ301-1200 
形CJ1W-SCU22 

⑫～⑬電源アダプタ 

⑪RS-232C 通信ケーブル 

ワイヤレス接続 

AC 100V 
⑪～⑫電源アダプタ 

⑩RS-232C 通信ケーブル 

⑧形 V430-WPLC-2M (*1) 

④～⑥パソコン 
（Sysmac Studio イン

ストール済み、 
OS：Windows10 ） 
 

⑦USB ケーブル 

①～③形 NJ301-1200 
形CJ1W-SCU22 

④～⑥パソコン 
（Sysmac Studio イン

ストール済み、 
OS：Windows10 ） 
 

⑧形 V430-WPLC-2M (*1) ⑦USB ケーブル 
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 使用上の注意 

オムロン株式会社より「Sysmac Studio プロジェクトファイル」の最新ファイルを事前に準

備してください。 
（ファイルの入手については、オムロン株式会社までお問い合わせください） 

 

 使用上の注意 

Sysmac Studio と CX-Protocol を本項記載のバージョン以降に、オートアップデートしてく

ださい。なお、本項記載のバージョン以外を使用すると、7 章以降の手順に差異があること

があります。その場合は、「Sysmac Studio Version 1 オペレーションマニュアル」(SBCA-362)
および「CX-Protocol オペレーションマニュアル」(SBCA-307)を参照して、手順と同等の処

理を行ってください。 

 

 参考 
使用する通信ケーブルは、「コードリーダ V450-H シリーズ／V410-H シリーズ ハンディ

DPM コードリーダ／ハンディ 2 次元コードリーダ ユーザーズマニュアル（SDNC-753）」を

参照ください。CJユニット側のコネクタ(RS-232C)は、「SYSMAC CJ シリーズ CJ2 CPU ユ
ニット ユーザーズマニュアル ハードウェア編」(SBCD-354)を参照ください。 

 

 参考 
本資料ではコントローラとの接続に USB を使用します。USB ドライバのインストールにつ

いては、「Sysmac Studio Version1.0 オペレーションマニュアル」(SBCA-470)の「付録 A-1 
USB ケーブルで直接接続する場合のドライバのインストール方法」を参照してください。 
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5. シリアル通信の設定内容

本資料で設定する通信パラメータ、ケーブル配線などの仕様を示します。

参考

本章に記載している設定以外の設定で通信を行う場合には、プログラムの変更が必要となり

ます。プログラムについては、「付録 2 プログラム」を参照してください。 

5.1. シリアル通信設定 
シリアル通信の設定内容は、以下になります。

設定項目 SCU ユニット※ コードリーダ

ユニット番号 0 －

通信（接続）ポート ポート 2 (RS-232C) －

シリアル通信モード プロトコルマクロ －

データ長 8 ビット 8 ビット（初期値） 
ストップビット 1 ビット 1 ビット（初期値） 
パリティ なし なし（初期値）

伝送速度（ボーレート） 9,600bps（初期値） 9,600bps（初期値） 
ヘッダ － なし（初期値）

フッタ － [CR][LF]（初期値） 
ホストポートプロトコル － ポイントツーポイント（初期値）

※SCU ユニット：シリアルコミュニケーションユニット

使用上の注意

シリアルコミュニケーションユニットは「形 CJ1W-SCU22」を使用し、ユニット番号は「0」、
通信（接続）ポートは「ポート 2」を使用することを前提としています。この条件以外で接

続される場合は「付録 2 プログラム」を参照のうえ、割付リレーエリアおよび PMCR 命令

のコントロールデータを変更して、プログラムを作成してください。
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5.2. ケーブル配線図 
ケーブル配線については「SYSMAC CJ シリーズ CJ2 CPU ユニットユーザーズマニュアル ハード

ウェア編」(SBCA-349)の「付-4 CPU ユニットのシリアルポートへの接続」を参照してください。 
 
■コネクタ形状および信号線（ピンアサイン） 
＜V410-H/V450-H＞ 適合コネクタ：D-sub 9 ピン 
Pin No. 信号名 入出力 

 

1 － － 
2 送信データ(SD) 出力 
3 受信データ(RD) 入力 
4 － － 
5 グランド(SG) － 
6 － － 
7 送信可(CS) 入力 
8 送信リクエスト(RS) 出力 
9 － － 

 
 
 
上記のピン配列は、右図赤丸部分です。 
右図はワイヤレスタイプのハンディ DPM 
コードリーダ／ハンディ 2 次元コードリー 
ダを使用した場合の例です。 
 
 
 

 参考 
上記ピン配列は、V410-H/V450-H (有線、ワイヤレスタイプ)すべて共通です。 
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＜オムロン 形 CJ1M-SCU22 シリアルポート＞ 適合コネクタ：D-sub9 ピン 

 
 
■RS-232 通信用変換ケーブルのピン配線図（CJ ユニットとコードリーダを接続） 
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5.3. 通信接続確認例 
本資料では、「ST プログラム」を使用し、通信接続確認を行います。ST プログラムの詳細に

ついては、「付録 2 プログラム」を参照してください。 
NJ CPU ユニットとハンディ DPM コードリーダ（コードリーダ）間では、「コードの読み取

り」をメッセージ送受信します。動作概要を以下に示します。 
 

CPU ユニット RS-232C コードリーダ 
ユーザメモリ 
ST プログラム 
 
 
 

 

 
 

 
 

 
 
 

  
トリガボタン押下 
 

 
 
 
 

 
 

 

 
  

Output_RecvData 
 

受信データ 
格納エリア 

データ受信待ち 
： 
： 

 

受信データ 
コードの読み取り 
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6. 接続手順 
 
本章では、コードリーダをコントローラにシリアル通信で接続する手順について記載します。 
本資料では、コントローラおよびコードリーダが工場出荷時の初期設定状態であることを前

提として説明します。機器の初期化については「8. 初期化方法」を参照してください。 
 

6.1. 作業の流れ 
コントローラをシリアル通信接続設定する手順は以下のとおりです。 
 

6.2 ハンディコードリーダの設定  コードリーダの設定を行います。 
▼   

 6.2.1 通信パラメータ設定  CJ ユニットのパラメータを設定します。 

▼   
 6.2.2 パラメータ設定  コードリーダのパラメータを設定します。 

▽   
6.3. コントローラの設定  コントローラの設定を行います。 

▼   
 6.3.1. ハード設定  シリアルコミュニケーションユニットのハー

ドスイッチを設定します。 
▼   

 6.3.2. Sysmac Studio の起動とプロ

ジェクトファイルの読み込

み 

 Sysmac Studio を起動し、プロジェクトファイ

ルを読み込みます。 

▼   
 6.3.3. パラメータの確認とビルド

の実行 
 設定パラメータを確認し、プロジェクトデータ

のプログラムチェックおよびビルドを実行し

ます。 
▼   

 6.3.4. オンライン接続とプロジェ

クトデータの転送 
 Sysmac Studio をオンライン接続し、プロジェ

クトデータをコントローラに転送します。 
▼   

 6.3.5. ユニット設定の転送  シリアルコミュニケーションユニットの設定

データを転送します。 
▽   

6.4. シリアル通信の確認  プログラムを実行し、シリアル通信が正しく行

われていることを確認します。 
▼   

 6.4.1. プログラムの実行  Sysmac Studio でプログラムを実行します。 
▼   

 6.4.2. 受信データの確認  Sysmac Studio でコントローラの変数に正し

いデータが書き込まれていることを確認しま

す。 
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6.2. ハンディコードリーダの設定 
ハンディコードリーダを設定します。 

 
6.2.1. 通信パラメータ設定 

ハンディコードリーダ（以下、コードリーダ）の通信パラメータを設定します。 

1 クレードルのシンボルをスキャ

ンして、コードリーダをクレー

ドルとペアリングします。 
 
スキャン方法は、右図を参照く

ださい。 

＜スキャン方法＞ 

 

2 コードリーダのトリガボタンを

押し、右のコードを読み取りま

す。 
コードリーダに下記RS-232Cパ

ラメータが設定されます。 
 
※コードが正常に読み取れた場

合、コードリーダの LED が緑点

滅します。 

 

 

 

 参考 
RS-232C 通信接続の詳細は、「コードリーダ V450-H シリーズ／V410-H シリーズ ハンデ

ィ DPM コードリーダ／ハンディ 2 次元コードリーダ ユーザーズマニュアル（SDNC-753）」
の「第 8 章 RS-232 インタフェース」を参照ください。 
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6.2.2. パラメータの設定 
ハンディ DPM コードリーダ／ハンディ 2 次元コードリーダ（以下、コードリーダ）のパラメ 

ータを設定します。

本資料では、コードリーダが読み取ったコードを CJ1W-SCU22 ユニットへシリアル通信（無

手順)する際、エンドコード(サフィックス)として[CR][LF]を使用します。 

1 コードリーダのトリガボタンを

押し、右のコードを読み取りま

す。

通信フォーマットが、[データ]
＋[エンドコード]設定となりま

す。

※エンドコードのデフォルト値

は、[CR][LF]です。そのため、

エンドコードを変更する必要は
ありません。

参考

エンドコードを変更する際の手順は、本資料の「付録 3 エンドコードの変更」を参照くださ

い。

エンドコード設定の詳細は、「コードリーダ V450-H シリーズ／V410-H シリーズ ハンディ

DPM コードリーダ／ハンディ 2 次元コードリーダ ユーザーズマニュアル」（SDNC-753）の

「第 5 章 ユーザ設定およびその他のオプション」、「A-10 ASCII キャラクタセット」、「A-9
数値キーボード」を参照ください。
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6.3. コントローラの設定 

コントローラの設定を行います。 
 

6.3.1. ハード設定 
シリアルコミュニケーションユニットのハードスイッチを設定します。 
 

 使用上の注意 

電源 OFF 状態で設定してください。 

 

1 コントローラの電源がOFF の状

態であることを確認します。 
 
※電源が ON の状態であると、

以降の操作を手順どおりに進

めることができない場合があ

ります。 
 
シリアルコミュニケーションユ

ニット前面のハードスイッチの

位置を、右図をもとに確認しま

す 
 
「ポート 2」(RS-232C)コネクタ

の位置を、右図をもとに確認し

ます。 
 
※シリアルコミュニケーション

ユニットの「ポート 2」の使用

を前提とします。 
  

2 ユニット番号設定スイッチを

「0」に設定します。 
（工場出荷時のユニット番号は

「0」です）  

3 右図のとおり、コントローラに

シリアルコミュニケーションユ

ニットを接続します。 
シリアルコミュニケーションユ

ニットにコードリーダの専用ケ

ーブルを接続します。 
コントローラとパソコンの間を

USB ケーブルで接続します。 

 

 
 

 
  

専用ケーブル 

シリアルコミュニケーション 
ユニット 

USB ケーブル 

コントローラ 

エンドカバー 

電源ユニット 
コード 
リーダ 

パソコン 
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6.3.2. Sysmac Studio の起動とプロジェクトファイルの読み込み 
Sysmac Studio を起動し、プロジェクトファイルを読み込みます。 
Sysmac Studio と USB ドライバをあらかじめパソコンにインストールしてください。 
 

1 パソコンとコントローラが USB
ケーブルで接続されていること

を確認し、コントローラの電源

を投入します。 
 
Sysmac Studio を起動し、［イン

ポート］をクリックします。 
 
※起動時に、アクセス権確認用

のダイアログが表示される場

合、起動する選択を行ってく

ださい。 

 

  

2 ［ファイルをインポート］ダイ

アログが表示されますので、

［OMRON_V410_V450_RXD_
V100.smc2］を選択し、［開く］

をクリックします。 
 
※使用するプロジェクトファイ

ルは、オムロンより入手して

ください。 

  

3 ［ OMRON_V320_V420_V430_
NJ_PMCR232C_V100.smc2］プ
ロジェクト画面が表示されま

す。 
画面左側を「マルチビューエク

スプローラ」、右側を「ツールボ

ックス」、中央を「エディットウ

ィンドウ」といいます。 
 
※「プロジェクトのバージョン

が異なります」というエラー

メッセージが表示された場

合、Sysmac Studio のバージ

ョンを「5.2.デバイス構成」以

降に変更してください。 

  

  

エディット

ウィンドウ 
ツール 
ボックス 

マルチビュ

ーエクスプ

ローラ 
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6.3.3. パラメータの確認とビルドの実行 
設定パラメータを確認し、プロジェクトデータのプログラムチェックおよびビルドを実行し

ます。 
 

1 ［マルチビューエクスプロー

ラ］から、［構成・設定］－［CPU・
増設ラック］をダブルクリック

します。 

 

2 ［エディットウィンドウ］に

［CPU・増設ラック］タブが表

示されます。 
右図のように、画面上のシリア

ルコミュニケーションユニット

を選択します。 
［CJ1W-SCU22］の設定値が表

示され、［デバイス名］が［J01］、
［ユニット番号］が［0］である

ことを確認します。 
 
※設定内容が異なる場合は、値

を変更してください。 
 
［高機能ユニット設定の編集］

をクリックします。 

 

3 ［0［ユニット 0］：］タブが表示

されます。 
［表示パラメータグループ］の

プルダウンメニューから、［ポー

ト 2：無手順設定］を選択します。 
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4 ［表示パラメータグループ］が、

［ポート 2：プロトコルマクロ設

定］となります。 
［ポート 2：プロトコルマクロ設

定］の設定内容が表示されます。 
［ポート 2：任意設定の有無］が、

［任意設定］で、その他の項目

が、6.1.項の設定内容と同一であ

ることを確認します。 
 
※設定内容が異なる場合は、プ

ルダウンメニューから値を変

更してください。値を変更し

た場合は、［適用］をクリック

してください。  
 

 

5 ［マルチビューエクスプロー

ラ］から、［構成・設定］－［I/O
マップ］をダブルクリックしま

す。 
［I/O マップ］タブが表示され、

ユニットのパラメータが表示さ

れます。 
 

6 ［I/O マップ］画面の［変数］エ

リア内のデータの先頭が［J01］
で、［変数種別］エリアが［グロ

ーバル変数］であることを確認

します。 
 
※設定内容が異なる場合は、右

の図のように［CJ1W-SCU22］
を選択した状態で、マウスの

右ボタンメニューから［デバ

イス変数生成］を選択してく

ださい。 

 

 

7 ［マルチビューエクスプロー

ラ］から、［構成・設定］－［タ

スク設定］をダブルクリックし

ます。  
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8 ［エディットウィンドウ］に、

［タスク設定］タブが表示され

ますので、［プログラムの割付設

定］を選択し、［PrimaryTask］
に［Program0］が設定されてい

ることを確認します。 

 

9 メニューバーから、［プロジェク

ト］－［全プログラムチェック］

を選択します。 

 

10 ［エディットウィンドウ］下に、

［ビルドウィンドウ］が表示さ

れますので、エラーおよびワー

ニングが、ともに「0」であるこ

とを確認します。  

11 メニューバーから、［プロジェク

ト］－［リビルド］を選択しま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
［はい］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
変換中の画面が表示されます。 

 
 

 
 

 

12 ［ビルドウィンドウ］内のエラ

ーおよびワーニングが、ともに

「0」であることを確認します。 
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6.3.4. オンライン接続とプロジェクトデータの転送 
Sysmac Studio をオンライン接続し、プロジェクトデータをコントローラに転送します。 
 

 
Sysmac Studio からユーザプログラム、「構成／設定」のデータ、デバイス変数、

CJ ユニット用メモリの値を転送するときは、転送先ノードの安全を確認してか

ら行ってください。 
CPU ユニットの動作モードにかかわらず、装置や機械が想定外の動作をする恐

れがあります。 
 

 

 

コントローラやユニットをリセットするときには安全を確認してから行ってく

ださい。 
 

 

1 メニューバーから、［コントロー

ラ］－［デバイス変更］を選択

します。 

 

2 ［デバイス変更］ダイアログが

表示されます。 
［デバイス］および［バージョ

ン］が、右図のコントローラを

使用する設定になっていること

を確認し、［OK］をクリックし

ます。 
 
※設定内容が異なる場合は、プ

ルダウンメニューから選択し

て、設定してください。 
  

3 2 項で設定を変更した場合、［ビ

ルド］ダイアログが表示されま

すので、［はい］をクリックしま

す。 
 
※変更のない場合には、このダ

イアログは表示されません。  
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4 メニューバーから、［コントロー

ラ］－［通信設定］を選択しま

す。 

 

5 ［通信設定］ダイアログが表示

されます。 
［接続方法］から、［USB-直接接

続］を選択します。 
 
［OK］をクリックします。 

 

6 メニューバーから、［コントロー

ラ］－［オンライン］を選択し

ます。 
 
 
 
 
 
※右のような確認のダイアログ

が表示された場合、コントロ

ーラの形式あるいはバージョ

ンがプロジェクトファイルの

デバイス設定と異なっていま

す。コントローラの形式とバ

ージョンおよびプロジェクト

ファイルのデバイス設定を見

直し、手順 1 に戻って、本項

の手順を再実行してくださ

い。 
ダイアログは、［OK］をクリ

ックして、終了します。 
 
※確認ダイアログに表示される

形式やバージョンは、ご使用

のコントローラやプロジェク

トファイルのデバイス設定に

より異なります。 

 
 
※確認ダイアログの 1 例 
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7 右図のように、確認のダイアロ

グが表示されますので、［はい］

をクリックします。 
 
※使用するコントローラの状態

により、表示されるダイアロ

グが異なりますが、［はい］や

［Yes］など処理を進める選択

を行ってください。 
 
※表示されるシリアル IDは機器

により異なります。 

 

 

 

 

 参考 
コントローラとのオンライン接続に関する詳細については、「Sysmac Studio Version 1 オペ

レーションマニュアル」(SBCA-362)の「第 5 章 コントローラとの接続」を参照してくださ

い。 
 

8 オンライン状態になると、［エデ

ィットウィンドウ］の上段に、

黄色い枠が表示されます。 
 

9 メニューバーから、［コントロー

ラ］－［同期］を選択します。 
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10 ［同期］ダイアログが表示され

ます。 
転送したいデータ（右図では、

［NJ501］）にチェックが付いて

いることを確認して、［転送［パ

ソコン→コントローラ］］をクリ

ックします。 
 
※［転送［パソコン→コントロ

ーラ］］を実行すると、Sysmac 
Studio のプロジェクトデータ

がコントローラに転送され、

データの照合が行われます。  

11 確認ダイアログが表示されます

ので、［はい］をクリックします。 
 
 
 
 
 
同期中の画面が表示されます。 
 
 
 
確認ダイアログが表示されます

ので、［いいえ］をクリックしま

す。 
 
※この後、「プログラムモード」

での操作となりますので、こ

こでは［いいえ］を選択して

ください。 

 

 

 
 

 

12 同期したデータの文字色が［同

期済み］色になり、「同期は成功

しました。」と表示されているこ

とを確認します。 
問題がなければ、［閉じる］をク

リックします。 
 
※同期が失敗した場合は、配線

を確認のうえ、本項の手順を

再実行してください。 
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13 メニューバーから、［コントロー

ラ］－［コントローラリセット］

を選択します。 
 
※［コントローラリセット］が

選択できない場合は、［動作モ

ード］が［運転モード］にな

っています。メニューバーか

ら、［コントローラ］－［動作

モード］－［プログラムモー

ド］を選択して、［プログラム

モード］に変更してから、本

項の手順を実行してくださ

い。 

 

14 確認用のダイアログが何度か表

示されますので、［はい］をクリ

ックしてください。 

 

15 コントローラがリセットされ、

Sysmac Studio はオフライン状

態になり、上段の黄色い枠が消

えます。 
手順 6～8 を実行し、再度、オン

ライン状態にします。 
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6.3.5. ユニット設定の転送 
シリアルコミュニケーションユニットの設定データを転送します。 
 

1 メニューバーから［コントロー

ラ］－［動作モード］－［プロ

グラムモード］を選択します。 

 

2 確認用のダイアログが表示され

ますので、［はい］をクリックし

ます。 

 

3 ［コントローラステータス］に、

［プログラムモード］と表示さ

れます。 
 

4 ［マルチビューエクスプロー

ラ］から、［構成・設定］－［CPU・
増設ラック］をダブルクリック

します。 
画面上のシリアルコミュニケー

ションユニットを選択します。 
［高機能ユニット設定］をクリ

ックします。 

 

 

5 ［0［ユニット 0］：］タブが表示

されます。 
［転送［パソコン→コントロー

ラ］］をクリックします。 
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6 確認用のダイアログが表示され

ます。 
［はい］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
転送中のダイアログが表示され

た後、確認用のダイアログが表

示されます。 
［はい］をクリックします。 

 
 

 

7 ［ポート選択］ダイアログが表

示されます。 
［全てのポート］を選択し、

［OK］をクリックします。 

 

8 確認用のダイアログが表示され

ます。 
［OK］をクリックします。 

 

9 ［表示パラメータグループ］の

プルダウンメニューを開き、［ポ

ート 2：プロトコルマクロ設定］

を選択します。 
［照合］をクリックします。 

 

10 右図の赤枠部分に、「≠」（不一

致）が発生していないことを確

認します。 
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6.4. シリアル通信の確認 
プログラムを実行し、シリアル通信が正しく行われていることを確認します。 

 

 

オンラインでウォッチウィンドウから変数の値を変更するときは、十分に安全

を確認してから行ってください。誤操作を行うと、コントローラの動作モード

にかかわらず出力ユニットに接続された機器が動作する恐れがあります。  

 
 

 使用上の注意 

以降の手順を実施する前に、シリアルケーブルが接続されていることを確認ください。 
接続されていない場合、各機器の電源を OFF にしてからシリアルケーブルを接続してくだ

さい。 

 
6.4.1. プログラムの実行 

Sysmac Studio でプログラムを実行します。 
 

1 Sysmac Studio のメニューバー

から、［表示］－［ウォッチウィ

ンドウ］を選択します。 

 

2 ［エディットウィンドウ］の下段

に、［ウォッチウィンドウ 1］タ

ブが表示されます。 
 

3 ［名称］エリアに右図に示す変数

が表示されていることを確認し

ます。 
 
※変数を追加する場合は、［名前

を入力…］をクリックしてくだ

さい。 
 
※変数の左にある「 」が「 」

表示の場合には、「 」をクリ

ックし、構造体変数の構成を展

開してください。 
 
※以降の説明では、［名称］の

「Program0」は省略して説明

します。 

 
受信データ 
格納エリア 

文字列変換後 
受信データ 

受信データの 
文字数 
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4 読み取りの例として、右図のバー

コードを使用します。 
コードリーダで右図のバーコー

ドを読み取ります。 

 
 
 
 

6.4.2. 受信データの確認 
Sysmac Studioでコントローラの変数に正しいデータが書き込まれていることを確認します。 
 

1 Sysmac Studio のウォッチウィ

ンドウにて、受信した内容（読み

取ったコード）を確認します。 
 
※右図の例では、RecvStringDat

に格納されたデータは、

「4912345678904」となって

いることがわかります。 
 
※RecvData[0]～[12]には、読み

取ったバーコードの内容が格

納されます。 

 

2 続けて、コードリーダで右図のコ 
ードを読み取ります。 
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3 RecvStringDat と RecvData が更

新され、新しく読み取りしたコー

ドの内容が格納されることがわ

かります。 
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付録 1 初期化方法 
 
本資料では、工場出荷時の初期設定状態であることを前提としています。 
初期設定状態から変更された機器を利用される場合には、各種設定を手順どおりに進めるこ

とができない場合があります。 
 

付 1.1.  コントローラの初期化 
コントローラの初期化を行うためには、シリアルコミュニケーションユニットの初期化と

CPU ユニットの初期化が必要になります。初期化前にコントローラをプログラムモードにし

てください。 
 

付 1.1.1. シリアルコミュニケーション(CJ)ユニット 
シリアルコミュニケーションユニットの設定を初期設定状態に戻すためには、「Sysmac 
Studio」にて、［CPU・増設ラック］内の［CJ1W-SCU22］の［高機能ユニット設定の編集］

を選択します。 

 
 
［デフォルト値に戻す］を選択し、［適用］を選択後、［転送（パソコン→コントローラ）］を

実行してください。 
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付 1.1.2. CPU ユニット 
コントローラの設定を初期設定状態に戻すためには、Sysmac Studio のメニューバーから［コ

ントローラ］－［メモリオールクリア］を選択します。［メモリオールクリア］ダイアログが

表示されますので、[OK］をクリックします。 
 

 
 

 
付 1.2.  ハンディ DPM コードリーダ／ハンディ 2 次元コードリーダ 

ハンディDPMコードリーダ／ハンディ2次元コードリーダの設定を初期状態に戻すためには、

「コードリーダ V450-H シリーズ／V410-H シリーズ ハンディDPMコードリーダ／ハンデ

ィ 2 次元コードリーダ ユーザーズマニュアル」（SDNC-753）の「第 5 章 ユーザ設定およ

びその他のオプション」－「ユーザ設定」－「工場出荷時のデフォルト値を設定」を参照し

てください。 
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付録 2 プログラム 
 

付 2.1 概要 
本章では、ハンディ DPM コードリーダ／ハンディ 2 次元コードリーダを NJ CPU ユニット

に接続するためのプログラム仕様および機能について説明します。 
本プログラムは、コードリーダからの「コード」を NJ CPU ユニットのメモリに保存します。 
 

 参考 
本 ST プログラムは、当社の実施した試験構成、各商品バージョン、評価に使用した商品ロ

ットにおいて通信が可能であることを確認しております。 
電気的ノイズ等の外乱下や機器自体の性能のばらつきにおいて、動作を保証するものではあ

りません。 

 

 参考 
本 ST プログラムの入手は、オムロンまでお問い合わせください。 

 
付 2.1.1. 通信データの流れ 

NJ CPU ユニットがコードリーダからのデータを受信するまでの流れです。 
1. プログラム実行 プログラム上で、コードリーダからのデータ

（コード）を受信待ち状態となります。 
 ▼  

2. データ受信 
(コードリーダのトリガボタンを押

すと、コードを読み取り、CJ ユニッ

トへ送信します) 

CJ ユニットは、コードリーダからのデータを

シリアル通信（無手順）で受信し、NJ CPU ユ

ニットの内部メモリに格納します。 
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付 2.1.2. SerialRcv 命令 
シリアル通信命令（命令語：SerialRcv）の動きについて説明します。 

 参考 
詳しくは、「NJ/NX シリーズ コマンドリファレンスマニュアル 基本編」(SBCA-468) の
「第 2 章 各命令の説明」「シリアル通信命令(SerialRcv)」を参照してください。 

 
 SerialRcv 命令 

 
 SerialRcv 命令で使用する変数とデータ型 

 

 
 相手先ポート指定「Port」のデータ型 
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 SerialRcv 命令の機能 

 
 
 

付 2.1.3. SerialRcv 命令変数[InPort]の設定 
本プログラムのシリアル受信処理(SerialRcv 命令)の変数設定値について説明します。 
下記の設定により、ユニット番号 0 の CJ ユニットシリアルポート 2 での受信データが

DstDat[]に格納されます。 
  ・InPort.UnitNo = [CBU_No00]  //ユニット番号 0 の CJ ユニット 
    ・InPort.PhysicPortNo:=USINT#2;  //シリアルポート 2 番を使用する 
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付 2.2. ST 言語によるプログラム 
 

付 2.2.1. プログラムの機能構成 
本プログラムは ST 言語でプログラミングされています。その機能構成は、以下のとおりです。 

大分類 小分類 内容 
1. 通信処理 1.1. 通信処理開始 

1.2. 通信処理ステータスフラグ列クリア 
1.3. 通信実行中状態となり各状態処理へ遷移 

通信処理を起動します。 

2. 初期処理 2.1. 通信命令初期化 
2.2. 通信命令起動フラグ初期化 
2.3. 通信ポート指定 
2.4. 受信データ格納エリアの初期化 
2.5. 初期設定終了処理 

通信パラメータ設定と受信データ格納

エリアのクリアを行います。 

3. 通信処理 3.1. SerialRcv 命令実行 
3.2. 受信データを整数に変換 
3.3. 通信処理終了 

Serial 命令を実行します。 
受信データを整数に変換して出力しま

す。 
 

 
 

付 2.3. 使用変数 
本プログラムで使用している変数です。 
 

付 2.3.1. ユーザ定義変数一覧 
本プログラムで使用するデータ型、外部変数（ユーザ定義のグローバル変数／CJ ユニットデ

バイス変数／システム定義変数）、内部変数の一覧です。 
 
●外部変数 
【ユーザ定義のグローバル変数】 

変数名 データ型 説明 
OperatingStart BOOL 処理開始 
Operationg BOOL 処理中 
Inport _sPORT ポート指定 

RecvDat ARRAY[0..12] 
OF BYTE 受信データ 

RecvSize UINT 受信データサイズ 
RecvStringDat STRING[255] バーコードデータ(文字列) 
Code ULINT バーコードデータ(数値) 
SerialRcv_instance SerialRcv ― 

 
【CJ ユニットデバイス変数】（SCU ユニット） 

変数名 データ型 説明 

Barcode_P2_NopRcvCompleteSta BOOL プロトコルマクロ動作状態 
ビット 03～00：プロトコルマクロエラーコード 

 

 参考 
SCU ユニットの変数については、「CJ シリーズ シリアルコミュニケーションユニット ユー

ザーズマニュアル NJ シリーズ接続編」(SBCD-354)の「2-3 CJ ユニットデバイス変数の詳

細」を参照してください。 
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【システム定義変数】 

変数名 データ型 説明 

_Port_isAvailable BOOL 
ネットワーク通信命令実行可フラグ 
TRUE ：使用可能ポートあり 
FALSE：使用可能ポートなし 

 
●内部変数 

変数名 データ型 説明 
OperatingStart BOOL 処理開始 
Operationg BOOL 処理中 
Inport _sPORT ポート指定 

RecvDat ARRAY[0..12] 
OF BYTE 受信データ 

RecvSize UINT 受信データサイズ 
RecvStringDat STRING[255] バーコードデータ(文字列) 
Code ULINT バーコードデータ(数値) 
SerialRcv_instance SerialRcv ― 
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付 2.3.2. プログラムリスト 
本プログラムの内容を掲載します。 
 
●プログラム：Program0（汎用シリアル通信 接続確認プログラム） 
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付録 3 エンドコードの変更 
 

ハンディ DPM コードリーダ／ハンディ 2 次元コードリーダのシリアル通信における、エンド

コード設定の変更について説明します。本資料では、エンドコードに[CR]を設定します。 
 

1 コードリーダのトリガボタンを

押し、右のコードを読み取りま

す。 
 
通信フォーマットが、[データ]
＋[エンドコード]設定となりま

す。 
 
※エンドコードのデフォルト設

定値は、[CR][LF]です。 
 

 

2 コードリーダのトリガボタンを

押し、右のコードを読み取りま

す。 
 
 
通信フォーマットのエンドコー

ド設定開始状態となります。 
 
 
 

 

3 設定するエンドコード[CR]の 10
進数表記を、ASCII コード表から

探します。 
[CR]は 10 進数表記で[13]とな

り、コードリーダでは[1013]を設

定する必要があります。 

 

4 コードリーダ  V450-H シリー

ズ／V410-H シリーズ  ハンデ

ィ DPM コードリーダ／ハンデ

ィ2次元コードリーダ ユーザー

ズマニュアル（SDNC-753）の

「A-9 数値キーボード」に記載

の 1 を読み取ります。 
 
※4 項～7 項で、1013 を 

1 文字ずつ順に設定します。 

 

5 引き続き、「A-9 数値キーボー

ド」に記載の 0 を読み取ります。 
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6 引き続き、「A-9 数値キーボー

ド」に記載の 1 を読み取ります。 
 

 

7 引き続き、「A-9 数値キーボー

ド」に記載の 3 を読み取ります。 
 
全て正常に読み取ると、エンド

コードが[CR]となります。 
 

 

 参考 
エンドコード設定の詳細は、「コードリーダ V450-H シリーズ／V410-H シリーズ ハンディ

DPM コードリーダ／ハンディ 2 次元コードリーダ ユーザーズマニュアル」（SDNC-753）の

「第 5 章 ユーザ設定およびその他のオプション」、「A-10 ASCII キャラクタセット」、「A-9  
数値キーボード」を参照ください。 
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改訂履歴 
 

改訂記号 改訂年月日 改訂理由・改訂ページ 
A 2021 年 1 月 初版 
B 2023 年 9 月 ・V450-H シリーズの発売にともなう改訂 

・誤記修正 
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